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ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
断
固
糾
弾
し
、
軍
事

作
戦
を
直
ち
に
中
止
せ
よ

と
、
日
本
共
産
党
は
２
月
２

５
日
、
西
日
本
各
地
で
緊
急

街
頭
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。 

松
江
市
で
は
、
日
本
共
産

党
の
尾
村
利
成
、
大
国
陽
介

の
両
県
議
、
岩
田
剛
東
部
地

区
委
員
長
が
緊
急
宣
伝
し
ま

し
た
。（
写
真
） 

尾
村
県
議
は
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
主
権
と
領
土
を
侵
し
、

国
連
憲
章
と
国
際
法
を
踏
み

に
じ
る
侵
略
行
為
で
あ
り
、

直
ち
に
軍
事
行
動
を
や
め
、

2022年 

 

 

 

る
の
は
筆
者
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

軍
事
大
国
ロ
シ
ア
に
よ
る
主
権
国
家

へ
の
全
面
侵
略
と
人
類
の
多
様
性
を

認
め
合
う
「
平
和
の
祭
典
」
が
同
時

進
行
し
て
い
る
▼
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
、
先
の
大
戦
の
負
傷
兵
ら
に
よ
る

病
院
内
の
リ
ハ
ビ
リ
競
技
会
が
起
源

と
い
う
。
前
回
の
平
昌
大
会
で
は
ア

フ
ガ
ン
の
戦
場
で
両
足
を
失
っ
た
ジ

ョ
ー
ジ
ア
の
選
手
が
出
場
し
、
大
き

な
感
動
を
呼
ん
だ
。
報
道
で
は
「
中

国
は
ロ
シ
ア
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

終
わ
る
ま
で
は
侵
攻
す
る
な
と
要
請

し
て
い
た
」
と
い
う
が
、
事
実
な
ら

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
愚
弄
す
る
行
為

で
あ
る
▼
か
つ
て
小
欄
で
、
半
世
紀

前
の
東
京
五
輪
の
時
に
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
報
道
が
あ
ま
り
に
小
さ
か
っ

た
こ
と
に
怒
り
が
湧
き
作
文
に
し
た

と
こ
ろ
、
中
学
校
の
全
校
集
会
で
発

表
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
書
い
た
。
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
直
前
に
侵
攻

を
開
始
し
た
ロ
シ
ア
に
、
激
し
い
怒

り
と
と
も
に
中
学
時
代
の
思
い
出
が

よ
み
が
え
っ
た
▼
さ
て
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
を
停
止
さ
せ
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
。
先
日
テ
レ
ビ
で
二

人
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
論
じ
て
い

た
。
一
人
は
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
軍
事
介

入
す
れ
ば
世
界
大
戦
と
な
る
。
こ
こ

は
強
力
な
経
済
制
裁
と
と
も
に
外
交

に
徹
し
て
、
全
世
界
の
世
論
で
プ
ー

チ
ン
を
追
い
詰
め
る
し
か
な
い
」
と

▼
も
う
一
人
は
「
そ
ん
な
悠
長
な
こ

と
し
て
い
た
ら
、
大
量
の
破
壊
と
殺

戮
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
消
滅
す
る
だ
け

…

。
プ
ー
チ
ン
に
全
面
的
な
非
が
あ

る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
こ
こ
は
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
と
ロ
シ
ア
が
交
渉
し
て
双
方
が

譲
り
合
っ
て
妥
結
点
を
見
つ
け
る
べ

き
だ
」
と
。
人
類
は
、
常
軌
を
逸
し

た
一
人
の
独
裁
者
に
よ
っ
て
核
戦
争

へ
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
。 

（
吉
） 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
攻
撃
と
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
熱
戦
が
交
互
に

報
じ
ら
れ
る
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
を
複
雑
な
思
い
で
観
て
い
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日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成
県
議
は
２
月
２
５
日
、
一
般
質

問
に
、
大
国
陽
介
県
議
は
３
日
に
一
問
一
答
質
問
で
県
知
事

や
県
執
行
部
を
た
だ
し
ま
し
た
。
（
２
面
に
続
く
） 

と
机
上
の
空
論
と
な
り
か
ね

な
い
避
難
計
画
を
根
拠
に
島

根
原
発
２
号
機
再
稼
働
は
許

さ
れ
な
い
と
迫
り
ま
し
た
。 

尾
村
氏
は
、
島
根
地
域
全

体
の
避
難
計
画
で
あ
る
緊
急

時
対
応
（
昨
年
７
月
３
０
日
、

内
閣
府
了
承
）
は
「
第
６
波

 

大
国
県
議
は
、
国
の
保
育

士
配
置
基
準
よ
り
１
・
８
３

倍
の
保
育
士
を
配
置
し
て
い

る
認
可
保
育
所
の
実
態
を
示

し
な
が
ら
県
独
自
で
保
育
士

の
配
置
基
準
と
処
遇
改
善
を

図
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。 

大
国
氏
は
０
歳
児
１
１

人
、
１
歳
児
２
０
人
、
２
歳

児
１
９
人
、
３
歳
児
２
０
人
、

４
歳
児
２
０
人
、
５
歳
児
１

８
人
の
計
１
０
８
人
が
在
籍

す
る
県
東
部
の
保
育
所
で

は
、
基
準
で
は
保
育
士
１
２

人
の
配
置
で
済
む
と
こ
ろ
、

２
２
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る

事
例
を
紹
介
。「
多
く
の
保
育

所
で
基
準
を
大
き
く
超
え
た

保
育
士
配
置
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、

県
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。 

小
村
浩
二
健
康
福
祉
部
長

は
、
党
県
議
団
の
要
求
に
応

じ
て
今
年
１
月
に
県
内
１
９

７
の
認
可
保
育
所
に
実
施
し

た
調
査
の
結
果
（
１
９
１
施

設
回
答
）
を
報
告
し
、「
実
際

に
雇
用
さ
れ
て
い
る
保
育
士

数
は
公
定
価
格
の
対
象
人
数

を
踏
ま
え
た
計
画
で
は
な

い
。
第
６
波
を
超
す
新
た
な

感
染
症
が
流
行
し
、
自
然
災

害
が
重
な
れ
ば
病
床
数
も
医

療
従
事
者
も
大
幅
に
不
足
し

受
け
入
れ
困
難
な
事
態
が
生

ま
れ
か
ね
な
い
」
と
指
摘
。 

丸
山
達
也
知
事
は
、
第
６

波
の
感
染
急
拡
大
な
ど
新
た

な
状
況
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
「
新
た
に
発
生
す

る
課
題
が
あ
る
こ
と
は
事

実
」、「
感
染
が
急
拡
大
す
る

場
合
は
新
た
な
対
応
が
必

要
」
と
応
じ
ま
し
た
。 

尾
村
氏
は
「
原
発
か
ら
半

径
５
㌔
圏
内
の
鹿
島
病
院

（
定
員
１
７
７
人
）
の
入
院

患
者
は
３
０
㌔
圏
外
の
島
根

大
学
付
属
病
院
や
大
田
市
立

病
院
、
済
生
会
江
津
総
合
病

院
な
ど
が
避
難
先
と
な
っ
て

い
る
が
、
感
染
症
拡
大
時
ベ

ッ
ド
が
不
足
す
る
中
、
本
当

に
受
け
入
れ
が
可
能
な
の

か
」
と
追
及
。
こ
れ
に
対
し
、

丸
山
知
事
は
受
け
入
れ
不
可

能
な
時
は
「
岡
山
、
広
島
、

山
口
の
３
県
と
調
整
す
る
」

と
答
弁
。
そ
れ
で
も
受
け
入

れ
困
難
な
場
合
に
備
え
、「
四

国
や
関
西
地
方
の
府
県
な
ど

と
の
入
院
先
の
調
整
を
行
っ

て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

尾
村
氏
は
、
再
質
問
で
「
県

内
で
は
８
年
間
で
１
２
０
０

床
も
の
病
床
削
減
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
に
連
動
し
、
医
師
、

看
護
師
も
減
ら
さ
れ
、
医
療

資
源
が
細
っ
て
い
る
」
と
指

摘
。「
病
床
削
減
路
線
の
地
域

医
療
構
想
と
公
立
・
公
的
病

院
の
再
編
・
統
廃
合
を
や
め
、

原
発
ゼ
ロ
を
決
断
し
、
県
民

の
命
を
守
る
こ
と
こ
そ
県
政

の
責
務
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

の
１
・
２
倍
で
あ
り
、
国
へ

の
保
育
士
等
の
配
置
充
実
の

要
望
に
生
か
し
て
い
く
」
と

答
弁
。
大
国
氏
は
「
保
育
士

は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
で
あ
る
と
同
時
に
、
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
支

え
る
役
割
も
果
た
し
て
い

る
。
県
独
自
の
施
策
を
踏
み

出
す
時
だ
」
と
強
調
。
丸
山

達
也
知
事
は
「
保
育
所
が
担

っ
て
い
る
役
割
は
重
要
」
と

述
べ
、
県
独
自
施
策
は
困
難

と
し
な
が
ら
も
「
国
に
配
置

基
準
等
の
見
直
し
を
強
く
求

め
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

大
国
氏
は
「
保
育
現
場
の

善
意
と
犠
牲
に
頼
っ
て
い
て

い
い
は
ず
が
な
い
。
県
と
し

て
現
場
の
思
い
に
応
え
た
施

策
を
講
じ
る
べ
き
だ
」
と
強

く
求
め
ま
し
た
。 

撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
」
と
訴
え
、「
国
際
社
会

が
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
反
対
の
一
点
で
団
結
し
、

侵
略
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
を

呼
び
か
け
る
」
と
力
を
込
め

ま
し
た
。 

ま
た
、「
『
核
兵
器
が
怖
け
れ

ば
黙
っ
て
ロ
シ
ア
の
言
う
こ

と
を
聞
け
』
と
の
脅
し
は
許
さ

れ
な
い
」
と
怒
り
を
込
め
て
糾

弾
し
ま
し
た
。 

尾
村
県
議
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
第
６
波
の
教
訓
は
「
危
険

な
原
発
は
動
か
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
だ
」
と
強
調
し
、

稼
働
原
発
の
即
時
運
転
停
止

 

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員

会
と
同
鳥
取
県
委
員
会
は
２

月
２
８
日
、
今
夏
の
参
院
選

鳥
取
・
島
根
選
挙
区
に
福
住

英
行
氏
（
４
６
）
を
擁
立
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。 

略
歴
◆
１
９
７
５
年
、
鳥
取

県
西
伯
町
生
ま
れ
◆
米
子
東

高
校
、
千
葉
大
学
工
学
部
卒

◆
１
９
９
９
年
、
日
本
共
産

党
専
従
と
な
る
。
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
記
者
を
経
て
２
０
１
０

年
～
１
７
年
ま
で
党
鳥
取
県

西
部
地
区
委
員
長
◆
現
在
、

党
鳥
取
県
常
任
委
員
（
２
０

１
７
年
～
）
◆
米
子
市
在
住
。

家
族
は
妻
と
１
男
２
女
◆
趣

味
は
音
楽
鑑
賞
、
演
劇
鑑
賞
、

写
真
撮
影
◆
尊
敬
す
る
人
は

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
。 


